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Van らは，shear exposure(ずり応力による影響) に対する上
腕動脈系径の応答を調べるために，exposure-responseモデルを
提案した [2]．このモデルは，Shear Exposureモデル (ずり応力









−λνt − [V (t)− VSS ] (1)
また，Diameter Response モデルでは，カフ解放後の時間 tに
おける上腕動脈径 D(t)を以下のような式 (2)で表した．
D(t) = D0 −Rconstrict +Rdilate (2)






















ラメータ λν を推定したものをそれぞれ図 1,2に示す．
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